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南 Jν 鱗噴ヲ井錫亙 1棄ンヲュ不数
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7ウ ア 千 是 ノ ず、、 鉱ー ーー ジ ノ、 ヲ 緩 リ 魯、 寸 、
プ ヲ 八 レ 、、、 ミノ ーー 増涯 '7 七斜 内 設、

ーー ジ 百 地現 J援加電 フ 入 ス 一銭、
ウ 際入 形 出 リ ス ス '7 ーー 吋幅脈 銭、 、
ム 本十 事ド ス y RP JV プ '7 時 J、 .；，、 ヲ
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I 
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I I 

行 よ‘ ーー ノ 9 氏 毛 ア 散 ウ 一 ナ ム キ

鎖
、

JV L 鍍セ ウ 朕蓋 J、 ノ ーー 在 プ 択 フ
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ω大
鰐
議
舘
温
泉
調
査
報
文

脅
森
厳
南
海
軽
祁
碇
ケ
関
温
泉
調
査
報
文

堺
市
水
道
水
源
地
附
近
地
下
水
調
査
報
文

神
奈
川
勝
津
久
井
郡
引
側
ぃ
一
一
一
日
一
一
山
ぃ
飲
刷
水
調
査
報
文

秩
回
附
阿
南
秋
田
邪
黒
川
泊
弁
岐
泊
観
察
報
交
（
附
回
二
葉
｝

同
上
第
四
十
八
蹴
（
大
正
三
年
八
月
刈
）

伊

豆

圏

三

原

山

活

動

調

査

報

文

（

附

回

開

業

）

愛
媛
膝
温
泉
郊
這
後
温
泉
調
査
報
文

神
奈
川
勝
湯
河
原
郡
温
泉
調
査
報
文

瀞
奈
川
勝
足
柄
上
郡
三
保
村
温
泉
調
査
報
文

同
上
第
四
拾
九
競
（
大
正
三
年
八
月
列
｝

大

正

二

年

度

事

業

報

告

同
上
第
五
十
競
（
大
正
三
年
十
月
刈
）

第

十

三

高

園

地

質

祭

曾

磁

同
上
第
五
十
一
瞬
（
大
正
三
年
十
二
月
刊
）

静

岡

膝

産

建

築

石

材

試

験

報

交

栃

木

勝

産

建

議

石

材

試

験

報

文

｛
附
圃
二
葉
｝

（
附
圃
ニ
業
｝

定
償
金
萱
嗣
四
拾
五
銭

野

闘

技

師

伊

水

技

師

帥

定

債

金

九

拾

銭

山

根

技

師

小

林

技

師

同

人

，

佐

蕗

技

師

河

野

技

師

弁

上

技

師

定

償

金

入

拾

鏡

岡

村

技

師

河

野

技

師

小

林

技

師

河

野

技

師

定
債
A
W．

奉

拾

七

銭

弁

よ

所

長

定

慣

金

五

十

六

銭

弁

上

所

長

定

償

金

七

．

拾

銭

清

水

技

師

同

人

1

1

1

 

E
 

所 貰 号姿

堂 陽東
町石新遁盛田紳市京東

曾合
祉資

一一－－.咽i



書国対新所査調質地

同上第十七競（北海道J部）

大豆二年度織物調査機嬰

岡上第十λ蹴（北海道ノ部）
滞暢炭田調査報交

岡上場十九競（北海道ノ部）

北見回宗谷炭同調査報交

同上第二十醗（北海道ノ部由

北海道網走屈斜路地方地質調査報交

後志園奥尻島地質鎖床調査報文

Ii 
（ （ ，，、
附 附 l!!t 
．幽 国 固四
関 ー

業 業 業
｝）  ） 、・〆 、”’

岡阿 波 ’b 

岡上第十六披（北海道ノ部）

天抽盟国遠別及築別地方地質調査報告

石狩困札幌探地質及餓物調査報告
定山渓附近

附
圃

業
、－＇

波波

鎖物調査報告第十三競（北海道J部）

畑叶悶牌皮綴物調査J概要

同上第十四競（北海道ノ部）

利融醐時齢柵産油地調査報交

天盟国幌延炭同調査報文

同上第十五競（北海道P部）

北柑博道北東部地質調査報文

（ （（  ，曲、
附
園附 田附 附

固 圃

一 一一一 一一一 一一一業 薬業 業、．， 、M〆、．， 、”’

同 小，b 伊

村定主量定林定林定遁塗定村定林株定氷定

債金憤償憤 憤憤 債堂金 償
按 技金技傘援金技援金銭金波抜 技金

人師堂手豊崎費師四手手七師 郎防 師五
国圏雲 固
四四 拾拾畳武拾
拾拾五 拾
五五七 拾六
銭鏡銭鎚 銭閏 銭銭

堂

所責畿

陽東
町石新遁高岡紳市京東

智舎
祉費

争


	v55-01表紙
	v55-02目次
	v55-03題字
	v55-04目次
	v55_001
	v55_002
	v55_003
	v55_004
	v55_004a
	v55_005
	v55_006
	v55_007
	v55_008
	v55_009
	v55_009a題字
	v55_009b目次
	v55_011
	v55_012
	v55_013
	v55_014
	v55_015
	v55_016
	v55_017
	v55_018
	v55_019
	v55_020
	v55_021
	v55_021a題字
	v55_021b目次
	v55_023
	v55_024
	v55_025
	v55_026
	v55_027
	v55_028
	v55_029
	v55_030
	v55_031
	v55_032
	v55_033
	v55_034
	v55_035
	v55_035a題字
	v55_035b目次1
	v55_035c目次2
	v55_037
	v55_038
	v55_039
	v55_040
	v55_041
	v55_042
	v55_043
	v55_044
	v55_045
	v55_046
	v55_047
	v55_048
	v55_049
	v55_050
	v55_051
	v55_052
	v55_053
	v55_054
	v55_055
	v55_056
	v55_057
	v55_058
	v55_059
	v55_060
	v55_061
	v55_062
	v55_063
	v55_064
	v55_065
	v55_066
	v55_067
	v55_068
	v55_069
	v55_070
	v55_071
	v55_072
	v55_073
	v55_074
	v55_075
	v55_076
	v55_077
	v55_078
	v55_079
	v55_080
	v55_081
	v55_082
	v55_083
	v55_084
	v55_085
	v55_086
	v55_087
	v55_088
	v55_089
	v55_090
	v55_091
	v55_092
	v55_093
	v55_093a
	v55_093b
	v55_093c
	v55_093d
	v55_093e

